
案（新） 素案（旧）

目次 30行目 豊かな心を育むまちづくりの推進
生涯にわたり豊かな心を育むまちづくりの
推進

1 6行目
・・・富合町の人口は横ばい傾向です
が、・・・

・・・富合町においては、人口動態も停滞
し、・・・

1 6行目 「年少人口比率」 「年少人口割合」

1 8行目
・・・老年人口比率は全国平均と比較して
も・・・

・・・老年人口比率は全国平均(20.1%)と比
較しても・・・

1 20行目

商品購買率※（注釈の追加）
※商品購買率
・・・商品を購入する際に、地元の市町内
にある店で購入した金額割合

商品購買率

1 21行目
両市町の日常生活における結びつきは強
く、生活圏としての一体性が既に確立され
ているということができます。

両市町の日常生活における強い結びつき
や、生活圏としての一体性が既に確立され
ていることは明らかです。

3 6行目
・・・約35分※1、関西圏からは約3時間※2で結
ばれる・・・

・・・35分、関西圏からは3時間弱で結ばれ
る・・・

3 10行目
鹿児島都市圏との比較において、より明確
に問われることにもなり、都市圏間競
争・・

鹿児島都市圏との比較において、より明確
に問われる契機でもあるとともに、都市圏
間競争・・

3 17行目

※1　…最高速度２６０km／h走行で途中駅
に停車をせず直行した場合
※2　…平成１７年度３月ダイヤ改正時の最
速５００系「のぞみ」による所要時間。博
多駅での停車及び乗り換え時間を除く

－

5 14行目 1世帯当人員　＜新市2.48人／世帯＞ 1世帯当人員　＜新市2.48世帯＞

8 34行目
※新市の数値は、熊本市と富合町を合算し
た数値

－

9 4行目
約2.3％減少しているものの、平成12年から
は増加に転じています。

約2.3％減少しています。

9
13行目
他

「年少人口比率」、「生産年齢人口比
率」、「老年人口比率」

「年少人口比」、「生産年齢人口比」、
「老年人口比」

9 19行目
・・・生産年齢人口比率（15歳以上65歳未
満人口の割合）は、県平均（平成17年：
61.9％）より高い状況にあります。

・・・生産年齢人口比（15歳以上65歳未満
人口の割合）は高いことから、活力に溢れ
た地域であるといえます。

11 3行目
約5.0％減少しているものの、平成12年から
は増加に転じています。

約5.0％減少しています。

11 13行目 熊本市：3.4ポイント増 熊本市：3.4ポイント減

15 2行目
・・・熊本市では、市内での商品購買率が
93.3％と高い状況にあり、富合町は、町内
での商品購買率は2.6％と低く、・・・

・・・熊本市では、市内での購買率が
93.3％と高い状況にあり、富合町は、町内
での購買率は2.7％と低く、・・・

15 削除（1ページに記載）
※（自市町内）購買率
・・・商品を購入する際に、地元の市町内
にあるお店で購入した金額割合。

16 5行目
・・・熊本都市圏から県北、県南、天草、
阿蘇・大分方面への・・・

・・・熊本都市圏から県北、県南、阿蘇・
大分方面への・・・

16 7行目他 県道 主要地方道

16 10行目
・・・その他、県道宇土甲佐線や県道田迎
木原線、県道川尻宇土線、・・・

・・・その他、県道田迎・木原線や県道川
尻・宇土線、県道宇土・甲佐線、・・・

16 12行目
・・・熊本市東側を九州縦貫自動車道が南
北方向に・・・

・・・熊本市東側を九州自動車道（九州縦
貫自動車道）が南北方向に・・・

16 17行目
・・・熊本駅を基点に阿蘇・大分方
面・・・

・・・熊本駅を基点に東方面の阿蘇・大分
方面・・・

熊本市・富合町新市基本計画新旧対照表
ページ
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16 27行目
ＪＲ新駅設置が平成23年春の開業を目指
し、計画されています。

ＪＲ新駅設置が計画されています。

16 30行目 熊本市市街地を 熊本市中心市街地を

17 3行目～

※1　…最高速度２６０km／h走行で途中駅
に停車をせず直行した場合
※2　…平成１７年度３月ダイヤ改正時の最
速５００系「のぞみ」による所要時間。博
多駅での停車及び乗り換え時間を除く

－

18 2行目

社会福祉施設等の設置状況についてみる
と、熊本市ではほとんどの施設が設置され
ているものの、富合町においては、児童館
や母子福祉センター、介護老人保健施設、
身体障害者福祉センター、知的障害児施設
といった一部の福祉施設が設置されており
ません。

福祉施設の設置状況についてみると、熊本
市ではすべての施設が設置されているもの
の、富合町においては、児童館や母子福祉
センター、老人福祉センター、身体障害者
福祉センターといった一部の福祉施設が設
置されておりません。

18 6行目～
表2-14　社会福祉施設等設置状況の一部追
加

表2-14

19 6行目
・・・約159,000人程度になると予測されま
す。

・・・約159,000人程度になると想定されま
す。

19 12行目 ・・・人員については、平成7年・・・
・・・人員については、将来的にもこれま
で同様の傾向は続くものと想定されること
から、平成7年・・・

19 14行目
・・・核家族化が一層進行していくと予想
されます。

・・・核家族化が一層進行していくことが
想定されます。

19 17行目
出典：平成7～17年国勢調査報告書
及び国立社会保障・人口問題研究所

出典：平成7～17年国勢調査報告書

21 1行目 ①暮らしやすいまちづくりの推進
①暮らしやすく住みやすいまちづくりの推
進

21 5行目
・・・調和した、暮らしやすいまちである
こと・・・

・・・調和した、住みやすく暮らしやすい
まちであること・・・

21 7行目

・・・子育て支援や高齢者の見守り等、地
域住民と行政とが一体となった地域福祉の
充実に向けた取り組みを進めていく必要が
あります。

・・・地域福祉の充実と共に、地域力を強
化し、子育て支援や高齢者の見守り等、地
域住民と行政とが一体となった取り組みを
進めていく必要があります。

21 10行目
本地域は、都市化の進展により地域の人間
関係が希薄化してきている中にあって、農
業を・・・

この地域力強化に当たっては、何より地域
コミュニティの活性化が不可欠であります
が、都市化の進展により、地域の人間関係
が希薄化してきている中、本地域は、農業
を・・・

21 13行目
・・・自治会、ＰＴＡ等の地域団体の総意
を・・・

・・・自治会、ＰＴＡ、婦人会等の地域団
体の総意を・・・

21 17行目
暮らしやすいまちづくりに向けて
は、・・・

暮らしやすく住みやすいまちづくりに向け
ては、・・・

21 24行目
・・・農業従事者の高齢化が進行している
等の課題・・・

・・・専業農家の減少、担い手不足等の課
題・・・

21 26行目 ・・・認定農業者等の育成・確保・・・
・・・認定農業者の掘り起こしの促進、更
には、認定農業者等の支援・育成等・・・

22 17行目
・・・子どもたちの施設見学コースとして
の教育的資源や全国の鉄道ファンを集客す
る観光資源としての活用等、今後・・・

・・・子どもたちの施設見学コースの設置
や全国の鉄道ファンのためのイベント開催
等、教育的資源や観光資源としての活用
等、今後・・・

22 24行目
・・・本地域では、ＪＲ鹿児島本線富合新
駅（仮称）の設置が平成23年春の開業を目
指し、計画されており・・・

・・・本地域では、平成23年3月にＪＲ鹿児
島本線富合新駅（仮称）の新設が計画され
ており・・・

23 10行目
・・・九州の縦軸連携のうえでも重要
な・・・

・・・九州の縦軸連携のきわめて重要
な・・・
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23 18行目

・・・本地域における「拠点」と位置づ
け、地域住民の生活支援サービス機能の充
実を図るとともに、商業、各種業務など都
市活動を図るための拠点性を向上し、多く
の人々を・・・

・・・本地域における「中心市街地」と位
置づけ、商業集積等を図る等、多くの人々
を・・・

27 12行目
高齢者、障害者、子どもなど、全ての人が
住み慣れた地域で、生きがいを持っ
て・・・

高齢者、障害者、子どもなど、全ての人が
生まれ育った地域の中で、生きがいを持っ
て・・・

27 14行目
そのために、地域住民の健康づくり
を・・・

そこで、地域住民の健康づくりを・・・

27 14行目
高齢者、障害者、子どもなどの一人ひとり
の特性に応じた・・・

高齢者、障害者、子どもなどの一人ひとり
の個性や特性に応じた・・・

27 17行目
・・・一級河川緑川、加勢川、また、有明
海といった豊かな・・・

・・・一級河川緑川、加勢川といった豊か
な・・・

27 21行目
・・・流域の一体的な河川・海域環境の保
全や・・・

・・・流域の一体的な河川環境の保全
や・・・

28 5行目

そこで、集約化による生産性の向上や、農
産物等の高付加価値化とそれに伴う商工業
の振興、また、農村と都市間交流等、観
光・交流の振興に努め、地域経済の活性化
を図ります。

そこで、農産物等の高付加価値化や、集約
化による生産性の向上に取り組むととも
に、新たな産業誘致や農村と都市間交流
等、観光・交流の振興に努め、地域経済の
活性化を図ります。

28 7行目 （6）豊かな心を育むまちづくりの推進
（6）生涯にわたり豊かな心を育むまちづく
りの推進

29 8行目 1の（3）防災消防体制の整備 1の（3）防災・防犯体制の整備

29 9行目 1の（4）防犯体制の整備 －

29 10行目 1の（5）交通安全対策の充実・強化 1の（4）交通安全対策の充実・強化

29 11行目 1の（6）地域コミュニティ活動の推進 1の（5）地域コミュニティ活動の推進

29 12行目 1の（7）交流によるまちづくりの推進 1の（6）交流によるまちづくりの推進

29 22行目 3の（3）地下水及び河川・海域環境の保全 3の（3）河川環境の保全

29 32行目 4の（9）治水等防災対策の推進 4の（9）治水対策の推進

29 38行目 6　豊かな心を育むまちづくりの推進
6　生涯にわたり豊かな心を育むまちづくり
の推進

29 43行目 6の（5）地域文化の振興と国際交流の推進 6の（5）地域文化の振興

30 6行目
・・・いじめや児童虐待等の人権問題が深
刻化しています。・・・

・・・いじめや児童虐待等、新たな人権問
題が起きています。・・・

30 16行目 （3）防災消防体制の整備 （3）防災・防犯体制の整備

30 19行目

・・・また、国民保護計画や事件等対処計
画についても、本地域を含めた新たな計画
の策定を早期に行い、危機管理体制の整備
を図ります。

－

30 24行目 （４）防犯体制の整備 －

30 25行目

　地域住民主体の防災・防犯組織の構築や
活動に対する支援、施設・設備の拡充、警
察との連携体制の充実・強化等を図り、地
域住民の安全・安心の確保に努めます。
　また、公共工事、公共施設から暴力団及
び暴力団関係企業を排除するとともに、行
政対象暴力に適正に対応するなど、官民一
体となった暴力団排除活動を推進します。

－

31 1行目 （5）交通安全対策の充実・強化 （4）交通安全対策の充実・強化

31 ６行目 （6）地域コミュニティ活動の推進 （5）地域コミュニティ活動の推進

31 18行目 （7）交流によるまちづくりの推進 （6）交流によるまちづくりの推進
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31 25行目

　同時に、住民主体の国際交流・協力団体
の活動を支援するとともに、在熊外国人が
地域で安心して暮らせるよう情報提供や相
談窓口の充実等、地域に根ざした国際交流
の推進を図ります。

－

32 9行目 ・・・老年人口比率の上昇が・・・ ・・・老年人口比率の増加が・・・

32 11行目 富合地区養護老人ホーム 富合地区老人ホーム

32 21行目
・・・自立支援サービスの充実を図り、社
会参加に向けた様々な支援体制の充実を図
ります。

・・・自立支援や在宅支援サービスの充実
を図り、社会参加に向けた様々な支援体制
の創出を図ります。

33 4行目 地域子育て支援拠点事業 地域子育て支援センター事業

34 3行目
二酸化炭素などの発生を減らす脱温暖化社
会やごみをできるだけ出さない循環型社会
の仕組みを・・・

ごみをできるだけ出さない社会の仕組み
を・・・

34 5行目
・・・省エネの推進や節水の徹底、ごみの
減量化、分別収集の徹底、リサイクル活動
等を促進し、環境への・・・

・・・ごみの減量化や分別収集の徹底、リ
サイクル活動等を促進し、ごみの排出量抑
制による環境への・・・

34 15行目 （3）地下水及び河川・海域環境の保全 （3）河川環境の保全

34 19行目

また、水道水の全てを賄う地下水を次代へ
引き継いでいくため、地下水の水位・水質
を監視するなど地下水の水量・水質の保全
を図ります。
さらに、河川・海域の水質を監視するとと
もに、生活排水対策等に取り組むことによ
り、河川環境並びに有明海の海域環境の保
全・改善を図ります。

また、本地域における水道水のすべてを賄
う良質で豊かな地下水を次代へ引き継いで
いくため、河川の水質を定期的に監視する
とともに、調査研究体制を充実し、水質の
保全を図ります。

35 8行目 アクセス向上 アクセス性向上

35 8行目
関係機関と連携を図りながら、県道、幹線
道路の改修・整備を進め、新市の主要道路
網の構築を目指します。

国道・県道を中心とした幹線道路の改修・
整備を関係機関に要請し、新市の主要道路
網の構築を目指します。

35 11行目
すべての人が安全・安心できる生活空間を
形成するため、市民生活に最も身近な道路
である生活道路の改良や・・・

市民生活に最も身近な道路に位置づけられ
る生活道路は、すべての人が安全・安心で
きる生活空間を形成するため、既存道路の
改良や・・・

35 18行目 特に、・・・ そこで、・・・

35 21行目
新市における「拠点」となる現在の富合町
役場周辺については、・・・

現在の富合町役場周辺については、・・・

35 27行目

・・・新市における南側の玄関口にふさわ
しいまちなみの形成が求められることか
ら、後背部に位置する住宅地や農地等の周
辺環境との調和に考慮しつつ、住民の日常
生活を支える商業機能などの都市機能の集
積を図ります。

・・・新市における南側の玄関口にふさわ
しいまちなみの形成が求められることか
ら、商業機能等の集積を図ります。

36 3行目

このように、役場周辺～国道３号沿道～Ｊ
Ｒ新駅周辺にかけては、新市の南の「拠
点」として、行政機能、居住機能、商業機
能の集積を図り、地域全体の活性化と生活
利便性向上に向けて取り組んでいきます。

このように、役場周辺～国道３号沿道～Ｊ
Ｒ新駅周辺にかけては、行政機能、居住機
能、商業機能の集積を図り、地域全体の活
性化と生活利便性向上に向けて取り組んで
いきます。
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36 19行目

本地域においては、雁回山等の豊かな自然
環境を活かし、調和のとれた公園の整備を
進めるとともに、地域との連携による維持
管理体制の構築を目指します。

本地域においては、雁回山等の豊かな自然
環境を活かし、調和のとれた公園の整備を
進めるとともに、住宅地や集落内におい
て、地域住民が気軽に利用できる新たな公
園の確保に向けて、利用者の声を反映した
安全で安心できる公園整備を推進するとと
もに、地域との連携による維持管理体制の
構築を目指します。

36 27行目 （９）治水等防災対策の推進 （９）治水対策の推進

36 28行目
水害や土砂災害から地域住民の生命と財産
を守るため、河川改修等を関係機関に要請
し、災害を未然に防ぐよう努めます。

水害から地域住民の生命と財産を守るた
め、河川改修等を関係機関に要請し、水害
発生を未然に防ぐよう努めます。

37 13行目

そこで、国道３号沿道やＪＲ新駅周辺にお
いては、後背部に位置する住宅地や農地等
の周辺環境との調和に考慮しつつ、住民の
日常生活を支える商業機能等の集積を図
り、既存の地元商店をはじめとした小売業
者との共存・共栄を図ります。

そこで、国道３号沿道やＪＲ新駅周辺にお
いては、商業機能等の集積を図り、既存の
地元商店をはじめとした小売業者との共
存・共栄を図ります。
また、川尻地域における地元商店街につい
ては、空店舗対策事業や店舗等の近代化を
図り、商店街としての魅力向上に努めま
す。

37 17行目
既存の工業団地を、今後とも工業ゾー
ン・・・

既存の工業団地を工業ゾーンとして位置づ
け、今後とも工業ゾーン・・・

37 18行目

県道田迎木原線の開通により、熊本市中心
部とのアクセスも向上することから、周辺
の住宅地や農地などの周辺環境との調和に
十分配慮しつつ、位置的優位性・利便性を
活かした企業誘致を促進し、雇用機会の創
出を図ります。

・・・県道田迎・木原線の開通により、熊
本市中心部とのアクセス性も向上すること
から、位置的優位性・利便性を活かした企
業誘致を促進し、雇用機会の創出を図りま
す。

37 25行目

歴史的資源を十分に活用するとともに、新
たに九州新幹線熊本総合車両基地の利活用
を促進し、交流人口の拡大や観光産業の育
成を図り、地域経済や地域社会の活性化に
向けて取り組んでいきます。

歴史的資源を十分に活用し、交流人口の拡
大や観光産業の育成を図り、地域経済や地
域社会の活性化に向けて取り組んでいきま
す。

38 －

さらには、本地域に建設中の九州新幹線熊
本総合車両基地においては、子どもたちの
施設見学コースの設置や全国の鉄道ファン
のためのイベント開催等による新たな交流
拠点としての利活用を促進し、本地域にお
ける観光入込み客数の増加を目指します。

39 1行目 6　豊かな心を育むまちづくりの推進
6　生涯にわたり豊かな心を育むまちづくり
の推進

39 3行目 本地域では、平成16年度より・・・ 平成16年度より・・・

39 9行目

・・・新市の幼稚園、保育園と小・中学校
間の連携事業において、異年齢の集団交流
による思いやりの心や道徳心を培うととも
に、学校と家庭・地域との連携を図り、地
域に開かれた学校づくりを推進します。

・・・新市の幼稚園、保育園と小学校間の
連携事業において、異年齢の集団交流によ
る思いやりの心や道徳心を培うとともに、
学校と家庭・地域との連携強化や地域に開
かれた学校づくりを推進します。

39 27行目
 ・・・既存のレクリエーション施設等の有
効活用を図るとともに、総合型地域スポー
ツクラブの育成を推進します。

 ・・・既存のレクリエーション施設等の有
効活用を図ります。

40 3行目 （５）地域文化の振興と国際交流の推進 （５）地域文化の振興

40 8行目
同時に、外国人英語講師等との交流イベン
トなどの国際交流を推進します。

－

41 11行目
・・・行政施設や文化施設等における情報
ネットワーク化を推進し、・・・

・・・市庁舎をはじめとした行政施設や富
合町図書館等の文化施設等における情報
ネットワーク化を推進し、・・・
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42 13行目
◎ 富合地区老人福祉施設（養護老人ホー
ム）改修事業

○ 富合地区老人福祉施設（老人ホーム）改
修事業

42 33行目
◎幹線道路及び地域内生活道路整備事業（9
路線）

○地域内生活道路整備事業（9路線）

43 2行目
◎中心市街地土地区画整理事業（清藤・廻
江地域）

○中心市街地土地区画整理事業

43 7行目
◎ 基盤整備促進事業（ほ場整備、排水路工
事等）

○ 基盤整備促進事業（杉島地区ほ場整備、
排水路工事等）

43 9行目 ○ 農地･水･環境保全向上対策支援事業
○農地・水・農村環境保全向上活動支援事
業

43 12行目 6　豊かな心を育むまちづくりの推進
6　生涯にわたり豊かな心を育むまちづくり
の推進

43 － ○図書館情報ネットワーク事業

43 31行目

〔注〕表中の◎は、富合地域における新規
　　　事業を表します。
　　　表中の●は、市制度統一に伴う富合
　　　地域新規事業を表します。

－

44 6行目 住宅ゾーンについては、今後とも・・・
住宅ゾーンについては、緑豊かで魅力的な
住宅地の形成に努めるとともに、今後と
も・・・

44 10行目
・・・活気ある商業サービスや各種業務等
の秩序ある・・・

・・・活気ある商業サービス等の秩序あ
る・・・

44 13行目

既存の工業団地を、今後とも工業ゾーンと
しての機能を維持していくとともに、県道
田迎木原線の開通により、熊本市中心部と
のアクセスも向上することから、周辺の住
宅地や農地などの周辺環境との調和に十分
配慮しつつ、位置的優位性・利便性を活か
した企業誘致を促進します。

既存の工業団地を工業ゾーンとして位置づ
け、今後とも工業ゾーンとしての機能を維
持していくとともに、県道田迎・木原線の
開通により、熊本市中心部とのアクセス性
も向上することから、位置的優位性・利便
性を活かした企業誘致を促進します。

44 22行目 農地ゾーン 農業ゾーン

45 2行目
既存の行政サービス機能が集積する役場及
びその周辺部は、地域生活拠点として今後
も・・・

地域生活拠点として、既存の行政サービス
機能が集積する役場及びその周辺部を位置
づけ、今後も・・・

45 6行目

熊本市中心市街地と連携し、均衡ある地域
の発展を促す軸として、国道3号及び新駅が
予定されているＪＲ鹿児島本線を位置づ
け、地域住民の生活を支えるとともに、天
草・県南方面との連携軸として、広域的
な・・・

熊本市中心部と連携し、均衡ある地域の発
展を促す路線として、国道3号については、
放射状都市連携軸と位置づけ、熊本市中心
部との連携を強化するとともに、天草・県
南方面との連携を図る路線として、広域的
な・・・

45 8行目

・・・なお、放射状都市連携軸沿線につい
ては、周辺環境との調和に十分配慮しつ
つ、商業・業務機能の充実や行政サービ
ス・交流施設等の配置等により本地域の一
層の発展を図るものとします。

・・・なお、放射状都市連携軸沿道につい
ては、商業・業務機能の充実や行政サービ
ス・交流施設等の配置等により沿道機能の
一層の充実を図るものとします。

45 11行目 図7－1　（配色等を一部変更） 図7－1

46 2行目～ 記載のとおり（追加） －
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